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だより社協令和６年２月１日発行

vol.184

この社協だよりは、赤い羽根共同募金配分金で発行しています。

〈主な内容〉

Ｐ２　まちのお宝発見隊！　山通地区・富曽亀地区ほか

Ｐ６　【特集】あなたの権利や財産を守るしくみ　知っておきたい「成年後見制度」

Ｐ８　【特集】将来について考えてみませんか？「終活について」　

Ｐ10　ボラセンだより “ながおか社協”の日常の様子は
HＰにて随時更新しています。

関原みんな食堂

毎月１回（第３土曜日）、関原コミュニティセン
ターを会場にして、関原地区の住民を対象に地域
のボランティアが運営をしている食堂です。



Part.15
山通地区山通地区

　地域住民が主体となり、無料または低価格で子ど
もや地域住民に食事を届ける「コミュニティの場」
であり、子どもの見守りの場にもなっています。
　長岡市内でも子ども食堂の活動が広がっており、
市内各地に約 20 の食堂が活動しています。それぞ
れの食堂に特徴があり、回数や形式、金額等は異な
ります。近年は “ 子ども ” だけが対象でなく、“ み
んな食堂 ” として地域住民誰でも来ることができる
地域の居場所になっています。

子ども食堂とは

　

令
和
５
年
５
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
子
ど
も
食
堂

Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｎ
は
ぴ
吉
は
、
高
町
の

住
民
を
対
象
に
高
町
公
民
館
で
毎
月
第
３
日
曜
日
に
開

催
し
て
い
ま
す
。

　
目
標
と
し
て
掲
げ
て
い
る
の
が
①
孤
食
の
問
題
に
取

り
組
む
こ
と
、
②
多
世
代
交
流
の
場
を
つ
く
る
こ
と
。

月
に
１
回
み
ん
な
で
集
ま
っ
て
食
べ
、
楽
し
く
過
ご
す

時
間
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

　
回
数
を
重
ね
る
度
に
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
支

援
し
て
く
れ
る
人
も
増
え
、
常
に
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ

を
し
て
い
く
は
ぴ
吉
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ　
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｎ　

Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ　
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｎ　

は
ぴ
吉

は
ぴ
吉

スケジュールスケジュール
５月 14 日 ( 日 )５月 14 日 ( 日 ) プレプレオープンプレプレオープン
　プレオープンに向けてスタッフのみでプレプレオープンを
開催。「運営班」「調理班」に分かれて実際に調理、会場設営
をしながら当日の動きの確認作業を行いました。試食をしな
がら反省点を出し合いプレオープンに備えました。➡︎

はぴ吉では誰もがボランティアの一人です。自宅でとれた
野菜を持ってきてくれる人、寄附でいただいたものを廃棄に
ならないように工夫して料理をする人。ゴミが出たら自分で
分別し、それをまとめて持ち帰ってくれるボランティアを募
集し、みんなで協力し合います。多世代交流の場だからこそ、
自然なコミュニケーションが生まれます。話の盛り上げ役も
その場の空気をつくるボランティアです。

Point

５月 28 日 ( 日 )５月 28 日 ( 日 ) プレオープンプレオープン
　当日は小さな子どもたちから高校生、高齢者まで多くの地
域の人が集まりました。食事
をした後には、地元の子ども
たちや学生、町内会長の力を
借りて百人一首の体験会やあ
そびの広場、畑づくり体験を
実施。多世代交流の場をつく
ることができました。

2



活
動
を
は
じ
め
た
き
っ
か
け
を

教
え
て
く
だ
さ
い

　
高
町
団
地
と
い
う
新
興
住
宅
地
で
、
専
業
主
婦

と
し
て
生
活
し
て
き
ま
し
た
。
４
番
目
の
子
ど
も

が
２
歳
の
時
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
か
ら
母

子
保
健
推
進
委
員
を
や
っ
て
み
な
い
か
と
声
を
か

け
て
い
た
だ
き
、
そ
こ
か
ら
地
域
で
の
活
動
が
増

え
て
い
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
市
民
協
働
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
長
岡
と
の
関
わ
り
で
、“
子
ど
も
食
堂
。

そ
れ
も
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や
地
域
版
ま

ま
の
ま
カ
フ
ェ
と
コ
ラ
ボ
し
て
、
そ
こ
に
集
ま
る

親
子
と
、
地
域
の
人
た
ち
と
の
多
世
代
交
流
を
す

る
場
を
つ
く
り
た
い
”
と
い
う
、
自
分
が
今
ま
で

携
わ
っ
て
き
た
地
域
活
動
を
ひ
と
つ
に
ま
と
め
た

活
動
を
は
じ
め
る
に
あ
た
っ
て

大
変
だ
っ
た
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

何
も
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト

だ
っ
た
た
め
、
ま
ず
は
他
の
子
ど
も
食
堂
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
勉
強
し
に
行
っ
た
り
、
地
域
の

方
々
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
等
に
相
談
し
た

り
多
く
の
人
の
力
を
お
借
り
し
て
と
て
も
助
け
ら

れ
ま
し
た
。
協
力
し
て
く
だ
さ
る
方
々
も
、
回
数

を
重
ね
る
度
に
増
え
て
い
き
、
現
在
は
20
人
を
超

え
る
方
々
が
お
手
伝
い
を
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

企
業
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
寄
附
や
長
岡
大
学
の
米

山
教
授
を
は
じ
め
学
生
の
み
な
さ
ん
も
お
手
伝
い

に
来
て
く
だ
さ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
あ
そ
び
の
広

場
を
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
展
望
は
あ
り
ま
す
か

　
私
た
ち
の
取
り
組
み
は
、
ま
だ
ま
だ
発
展
途
上

で
す
が
、
多
く
の
方
の
協
力
が
な
け
れ
ば
実
施
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
地
域
内
の
方
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
地
域
外
か
ら
の
協
力
が
得
ら
れ
た
こ
と
が

ポ
イ
ン
ト
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
す
ぐ
に
実
現
す

る
こ
と
で
は
な
い
で
す
が
、
閉
ざ
さ
れ
た
地
域
社

会
で
は
な
く
、
開
放
的
な
地
域
共
生
社
会
が
実
現

す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
食
堂
は
そ
れ
ぞ
れ
の
食
堂
に
よ
っ
て
形

式
が
違
い
、
不
正
解
が
あ
り
ま
せ
ん
。
は
ぴ
吉
も

今
や
っ
て
い
る
こ
と
の
継
続
だ
け
で
な
く
、
そ
の

時
の
状
況
に
応
じ
て
や
り
方
を
変
化
さ
せ
な
く
て

は
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
は
ぴ
吉
の
目
標

は
忘
れ
ず
に
、
様
々
な
人
と
つ
な
が
っ
て
地
域
づ

く
り
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ア
イ
デ
ア
を
形
に
し
た
い
と
考
え
始
め
ま
し
た
。

　
そ
こ
か
ら
助
成
金
を
申
請
し
、
こ
れ
ま
で
や
っ

て
き
た
自
分
の
活
動
と
関
わ
っ
て
き
た
地
域
の
方

た
ち
と
の
絆
を
武
器
に
子
ど
も
食
堂
立
ち
上
げ
に

向
け
て
動
き
出
し
ま
し
た
。

提供したカレーライス 調理の様子

代表　長谷川 奈々さん（中段中央）とボランティアのみなさん

畑づくり体験の様子

　高町団地に長年住んでいるけれど、あまり近所
の方と一緒に活動する機会がありませんでした。
ここに来ることで、近所の方、地域の方とつなが
るきっかけになればと思っています。これからも
参加します。

（紙面 P２上のご家族）

参加者の 声
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Part.16
富曽亀地区富曽亀地区

　
む
か
し
を
語
る
会
は
、富
曽
亀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

の
サ
ー
ク
ル
と
し
て
令

和
５
年
４
月
に
立
ち
上

が
り
ま
し
た
。
毎
月
１

回
15
人
程
の
会
員
が
郷

土
史
を
通
じ
て
、
昔
の

思
い
出
に
関
す
る
語
り

合
い
や
地
域
散
策
等
を

通
し
て
富
曽
亀
地
区
の

歴
史
を
継
承
す
る
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

む
か
し
を
語
る
会

む
か
し
を
語
る
会

・ この会に参加してから、普段見てい
る町内の景色が変わりました。

・ 自分の人生の振り返りにもつながり、
他の参加者からも刺激を受けていま
す。

参加者の 声

代表 山岸 利光さん

活
動
開
始

　

こ
の
日
の
散
策

地
は
富
島
町
。

　

富
島
町
公
民
館

に
集
合
し
、昔
の
地

図
や
古
文
書
を
見
な

が
ら
富
島
町
の
歴
史

を
共
有
し
、当
時
の

生
活
の
様
子
に
想
像
を
膨
ら
ま
せ
ま
す
。

地
域
散
策

　

町
内
に
あ
る
日

光
社
、
西
福
寺
を

巡
り
ま
す
。

　

西
福
寺
で
は
、

住
職
か
ら
話
を
お

聞
き
し
ま
し
た
。

解
散

タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

10:0010:5012:00

長岡市社会福祉協議会
イメージキャラクター

トモるんちゃん

会
の
魅
力
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
こ
の
会
の
目
的
は
「
探
る
」「
語
る
」
で
す
。

　
郷
土
の
名
前
の
由
来
や
、
い
つ
も
の
道
の
「
な
ん
で
だ

ろ
う
」
と
気
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
こ
の
会
で
探
っ
て
い

く
と
、ま
た
新
た
な
興
味
や
発
見
、疑
問
に
出
会
い
ま
す
。

そ
の
裏
付
け
を
探
る
た
め
に
人
に
聞
い
た
り
、
文
献
や
歴

史
物
か
ら
紐
解
い
た
り
す
る
時
間
が
魅
力
の
一
つ
で
す
。

　

も
う
一
つ
の
楽
し
み
が
参
加
者
同
士
の
フ
リ
ー
ト
ー

ク
。
こ
の
会
は
、
現
在
調
べ
て
い
る
こ
と
や
関
心
の
あ
る

こ
と
を
紹
介
す
る
時
間
が
あ
る
の
で
す
が
、
何
を
話
す
の

も
自
由
で
す
。
自
分
史
を
話
す
人
も
い
れ
ば
、
悩
み
ご
と

を
話
す
人
も
い
ま
す
。
そ
れ
に
、
話
す
の
が
得
意
で
な
く

て
も
、
話
を
聞
く
こ
と
が
好
き
な
人
も
い
ま
す
。
郷
土
史

は
集
ま
る
き
っ
か
け
で
し
か
な
く
、
自
分
の
好
き
な
こ
と

や
関
心
の
あ
る
こ
と
を
探
り
、
語
っ
て
い
く
こ
と
が
こ
の

会
の
魅
力
で
す
。
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特別編特別編

「十日町で養われた心」次世代に
　十日町地区の郷土史に関する知識を深めている「郷土史を学ぶ会」
は平成 27 年６月に始まりました。
　「地元の小学生が大人になり、地元を離れた時に郷土の話しが１つ
でもできるようになってもらえたら、という思いで活動しています。」
と代表の竹内 征雄さん。
　これまで歴史や文化、先人の思いを郷土誌や絵本等にまとめ、地元
のコミュニティセンターや小学校に寄贈し、また展示会や講演等を通
じて郷土史を次世代につないできました。
　「十日町は元々３つの神社があり、昔はそこで軍艦将棋や野球、割
り算を教えてもらったり、盆踊りや演芸をしたりと自然に多世代が集
まって心の拠り所になっていました。それが今の十日町のチームワー
クのよさにつながっていると思いますね。」と郷土の魅力を語ってく
れました。

「子供たちのために」が生んだ地元の紙芝居
　寺泊地域の学校、図書館、コミュニティセンター等には、地元に根
付く民話伝説の絵本があります。それを自作し、地域に広める取り組
みをしているのが笹川 良子さんと小川 隆司さんです。
　笹川さんは、約 30 年前に寺泊の民話伝説を聞かせてもらう機会が
あり、こんなに素晴らしい話があるんだと興味を持ち地元のいろんな
人に話を聞き、是非残したいと紙芝居を描き始め自分で語るようにな
りました。
　その取り組みに感動し、紙芝居の製本化やホームページ等で広く伝
えることを提案し取り組んだのが小川さんです。
　「今、紙芝居は 100 話となっており 70 話まで製本化（１話ずつの
小冊子）していて、私たちが元気なうちに製本を完成させたいです。」
と語る二人。
　郷土を愛する想いも次世代につないでいきます。

十日町地区

寺泊地域

郷土史を学ぶ会郷土史を学ぶ会

歴史をつなぐ歴史をつなぐお宝人お宝人

寺泊民話伝説寺泊民話伝説

代表 竹内 征雄さん

紙芝居は、地元の人に聞いた話しや、
調べたことを参考に作っています。

紙芝居を自作する
笹川 良子さん

紙芝居を広める
アイデアマン
小川 隆司さん

多くの郷土誌等を発行してきました
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あなたの権利や財産を守るしくみ
知っておきたい「成年後見制度」特集１

【問い合わせ】長岡市成年後見センター　86-4715

このような時に利用が検討されます

「成年後見制度」と聞くと難しいと感じる部分もあるのではないでしょうか。
しかし全国的に申立て件数が増加傾向にあり、長岡市でも相談が増えています。
今回は成年後見制度の概要について分かりやすくご紹介します。

成
年
後
見
制
度
と
は　

　
成
年
後
見
制
度
は
、
成
年
後
見
人
等
（
後
見
人
、
保
佐
人
、
補
助
人
）
が
財

産
の
管
理
や
契
約
行
為
、
書
類
の
確
認
等
を
お
手
伝
い
し
た
り
、
定
期
的
な
訪

問
や
連
絡
等
で
、
生
活
状
況
の
確
認
を
し
な
が
ら
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
を
行
う
仕
組
み
で
す
。

２
つ
の
後
見
制
度

　
成
年
後
見
制
度
に
は
、
判
断
能
力
が
不
十
分
に
な
っ
た
時
に
備
え
る
「
任

意
後
見
制
度
」
と
す
で
に
判
断
能
力
が
不
十
分
な
場
合
に
利
用
す
る
「
法
定

後
見
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　
「
法
定
後
見
制
度
」
に
つ
い
て
は
本
人
の
判
断
能
力
の
程
度
に
よ
っ
て
３

つ
の
類
型
に
分
け
ら
れ
、
成
年
後
見
人
等
に
与
え
ら
れ
る
権
限
や
職
務
範
囲

が
異
な
り
ま
す
。

離れて暮らす親が同じものを何度も買っているみたい… 物忘れがあってお金の管理が不安

成年後見人等が行う支援の一例

本人の意向を尊重し、必要に応じて医療・ 
介護・福祉等の手続きを支援します

サポート 3

本人に代わって契約を結んだり取り消したり
します

サポート 2

本人の財産（お金や土地等）を管理します
サポート 1

例えば

　成年後見制度を利用することで、選任された後見人が母親に
代わって定期預金解約の手続きを行うことができます。

認知症の母親が入院し、支払いのため母名義の定期預金
の解約をしようと銀行に行ったが「本人の意向確認が必
要なため解約できない」と言われた。

❶

　後見人が判断して、子どもに不利益な契約を取り消すことが
できます。
　また、生活費の使い方等相談しながら安心した生活を送れる
ように財産管理を行います。

障害がある子どもが、よく理解できないままに多額の借
り入れをしてしまった。

❷

成年後見制度の種類成年後見制度の種類
成年後見制度には大きく分けて「法定後見制度」と「任意後見
制度」の２つがあります。

判断能力が不十分になっ
てから事前に決めた後見
人が支援します。

任意後見制度公証役場で、判断能力が不
十分になった時に備えて、
誰にどのように援助をして
もらうか、あらかじめ決め
ておきます。

家庭裁判所によって成年
後見人等が選任されま
す。

法定後見制度

判断能力が常時
欠けている方

判断能力が著しく
不十分な方

後見

保佐

判断能力が
不十分な方 補助
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利用に関する Q ＆ A利用に関する Q ＆ A

相談と支援の流れ相談と支援の流れ

来　所 電話相談相談の受付

専門の職員が皆さまの悩みごとを丁寧に聞き取り、成年後見制度等の説明や利
用に向けた支援を行います。面　談

本人の意向を
尊重した支援を

行います

身近な相談窓口として長岡市成年後見センターがあります。お気軽にお問い合わせください。

Q

誰が後見人等になるの？

A

　本人の「親族」と専門的な資格
を持つ専門職や法人等の「第三者」
のパターンがあります。
　家庭裁判所が本人の状況等を考
慮して適任者を選びます。

Q

費用はかかるの？

A

　申立て時は診断書取得、印紙、
郵便切手代等で一般的には１～
２万円程度かかります。
　また、後見人選任後は家庭裁判
所が決定した報酬の支払いが必要
です。管理する財産が 1,000 万円
以内だと月額２万円程度が報酬の
目安のようですが、個人の状況に
応じて金額は異なります。

Q

利用するための手続きは？

A

　必要書類をそろえ、本人が住む
地域を管轄する家庭裁判所に申立
て手続きをします。必要書類には
申立ての事情説明書、医師の診断
書、財産に関する書類等がありま
す。
　申立てができるのは本人、配偶
者、４親等以内の親族等です。

Q

何をお願いできるの？

A

　右の図のように、でき
ること・できないことが
あります。
※ 親族後見人が親族の立

場で行うことは可能で
す。

・福祉サービス等の利用手続き
・入院や入所手続き
・アパート等の住居契約
・預貯金通帳等の保管
・金融機関や役所での手続き
・不動産の管理、処分　　　　など

・調理、洗濯、掃除等の家事
・身体介護や看護
・日用品の購入等の取消し
・手術等の医療行為への決定や同意
・債務の立替
・身元引受人、保証人　　　など

手続きの
支援

家庭裁判所へ成年後見申立てをす
るための支援を行います。
⃝手続きの流れの案内
⃝書類の作成方法、費用等の説明

関係機関
との連携

相談内容に応じて、法律・医療・
福祉・介護及び行政等の関係機関
と連携を図り、支援を行います。

審判手続き　▶　審判　▶　成年後見人等の選任家庭裁判所への申立て

成年後見制度の利用へ

利用開始後も引き続き相談に対応します
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おススメの取組み

将来について考えてみませんか？
「終活について」特集２

自
分
と
家
族
の
た
め
に

　
誰
に
ど
れ
だ
け
財
産
を
残
す
か

と
い
う
こ
と
や
、
や
り
残
し
た
こ

と
を
整
理
す
る
こ
と
も
重
要
で

す
。生
前
に
何
も
準
備
が
な
い
と
、

家
族
の
負
担
に
な
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
希
望
や
想
い
は
時
間

の
経
過
や
健
康
状
態
に
よ
っ
て
変

わ
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
家
族
や

信
頼
で
き
る
方
と
話
し
合
っ
て
み

る
こ
と
が
第
一
歩
で
す
。

終
活
と
は

　
“
人
生
の
終
わ
り
に
向
け

た
活
動
”
の
略
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
内
容
は
葬
儀
や
お

墓
の
こ
と
を
決
め
る
こ
と
だ

け
で
は
な
く
、
自
分
ら
し
く

最
後
ま
で
生
活
す
る
た
め
の

行
動
も
含
ま
れ
ま
す
。

　
終
活
を
自
分
ら
し
く
生
活

し
て
い
く
た
め
の
前
向
き
な

行
動
と
し
て
考
え
、
動
き
始

め
ま
せ
ん
か
？

自
分
ら
し
さ
を

残
す
た
め
に

　
も
ち
ろ
ん
全
て
に
取
組

ま
な
く
て
も
大
丈
夫
で

す
。

　
自
分
の
こ
と
に
つ
い
て

ゆ
っ
く
り
考
え
る
中
で
、

「
こ
れ
は
や
っ
て
み
よ
う

か
な
」
と
い
う
こ
と
か
ら

ひ
と
つ
ず
つ
や
っ
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

備えることで、安心いざというときに安心

家族のために
お墓やお寺、葬儀について
　・自身の宗派や段取り等の確認
　・お墓の確認
　・ 葬儀の規模、声をかけてほしい

人の確認

家族のために
身の回りの整理（生前整理）
　・思い出の物や荷物の整理
　・自身の財産整理、管理、確認

自分のために
老後のプラン確認
　・ 今後の資産や住まいに関するこ

との確認
　・ 老後にやりたいことの確認、リ

スト化

エンディングノートの作成
　・ 遺言書と違い、法的効力はありませんが財産や交友関係、お願いしたいこと等自由に書き残せます。
　・ 介護の方針や医療同意について等、もしもの時に備えて、伝えておきたいことも書いて OK です。

家族のために自分のために

遺言書の作成
　・主に自筆証書遺言や公正証書遺言等があります。
　・ 自分の遺産をどのように相続してもらいたいかを決めることができます。
　・ 財産だけではなく、家族へのメッセージを書くこともできます。

大切な人のために家族のために自分のために

A さんは 70 歳で仕事を退職し、今までは家庭と仕事にと一生懸
命にやってきたところですが、まだ気力、体力があるうちに、先々
のことを考えた方がよいのかな、とふと思いました。

○土地・建物は誰に引き継いでもらうべきか・・・
　妻？遠くだけど息子にしようかな？
○ 長生きはしたいけど、病気をした場合つらい治療をしてもら

うかどうか・・・
○ 家の修繕等管理のことは自分でやってきたが、妻にも知って

おいてもらおうかな・・・

何かしなくてはと思うけど
何からはじめたらいいんだろう
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「相続のいろは」についてを開催します！
令和５年度権利擁護セミナー

長岡市成年後見センターをご活用ください
　長岡市社会福祉協議会では長岡市成年後見センターを長岡市から受託して運営しています。　
　相談の受付だけではなく、制度の普及・啓発のための出前講座や、権利擁護の支援者育成のための養成講座
の実施等、成年後見制度が地域で利用しやすくなるような活動にも取り組んでいます。

権利擁護に関する
相談支援

困りごと等を丁寧に聞き
取り、制度の説明や相談
内容に応じて関係機関と
連携して必要な支援を行
います。

後見人等に
対する支援
親族の後見人を引き受け
ている方や後見人に初め
てなった方等の相談、支
援を行います。

成年後見制度の
普及・啓発
制度の理解を広めるため
の研修会や相談会等を開
催します。

権利擁護支援の
担い手の育成

地域住民を対象にした研
修等を実施し、権利擁護
支援の担い手の育成を行
います。

令和５年度権利擁護支援者養成講座基礎編Ⅰ
を２日間開催し、42名が修了されました。

制度利用前の相談だけではなく、利用開始後
や後見人からの相談も対応します。

　令和６年４月１日から、相続等により不動産の取得を知ってから３年以内に登記の申請をすることが義務にな
ります。身の回りの不動産を確認し、備えておきましょう。
　詳しくは法務局にお問い合わせください。

日　時 ３月９日（土）
13：30 〜 15：00

会　場 長岡市社会福祉センタートモシア
３階多目的ホール（長岡市表町 2-2-21）

定　員 70 人（定員になり次第締切）

参加費 無料

内　容
相続の基本について

【講師】新潟県司法書士会所属
      　  司法書士　佐藤 義晴 氏

申込み
２月９日（金）〜
右記の二次元コードよりお申込みください。
長岡市社会福祉協議会ホームページにもリンクがあります。
申込みフォームからの申込みが難しい場合はお電話にてお申込みくだ
さい。

【申込み先】長岡市成年後見センター　【TEL】86-4715

こんな人におススメ
・相続の基本を学びたい
・将来に何を備えて良いかわからない

令和４年度のセミナーの様子

【問い合わせ】長岡市成年後見センター　86-4715お気軽にお問い合わせください

お誘いあわせのうえ
お気軽にご参加ください

相続登記の申請の義務化トピック

後見事務に
関する

不安を軽減 !
出前講演等を
実施します !

▲申込みフォーム
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○申込み・問い合わせ・相談は、長岡市ボランティアセンターまでお願いします。　〒 940‒0071　　長岡市表町 2丁目２‒21　長岡市社会福祉センタートモシア内　電話：94‒5588　FAX：32‒5210○申込み・問い合わせ・相談は、長岡市ボランティアセンターまでお願いします。　〒 940‒0071　　長岡市表町 2丁目２‒21　長岡市社会福祉センタートモシア内　電話：94‒5588　FAX：32‒5210

長岡市
ボランティアセンター
イメージキャラクター

トモセくん

案 内

案 内 令和６年度ボランティア大学の開講予定令和６年度ボランティア大学の開講予定

内　容　　ボランティアのねらいや魅力にふれなが
ら、高齢者理解、障害者理解、ボランティ
アグループの活動紹介、手話や点訳等の基
礎技術を学びます。

期　日　5 月〜 9 月の木曜日
回　数　全 11 回
会　場　長岡市社会福祉センタートモシア
定　員　30 人
申込み　４月１日（月）〜４月 19 日（金）
参加費　1,000 円

基礎講座
　障害への理解を深めるとともに手話、点訳、音声
訳、要約筆記の初歩を学びます。

初心者講座

公開講座
内　容　著名な講師による講演会です。
日　時　7 月 18 日（木）13：30 〜
会　場　リリックホール シアター
定　員　300 人
申込み　４月１日（月）〜
参加費　無料

内　容　　ボランティアに必要な聴く・伝えるため
のコミュニケーションスキルを学びます。

コミュニケーション講座

期　日　10 月 11 日、18 日、25 日
    　  　 毎回金曜日
回　数　全３回
会　場　長岡市社会福祉センタートモシア
定　員　30 人
申込み　７月 29 日（月）〜９月２日（月）

令和５年度 ボランティアフォーラム
～豊かな未来へのネットワークづくりをはじめませんか～
　地域で活躍している活動者の事例発表を聞いた後に、みんなで共有や交流しま
しょう！
　あなたの活動に参考になる話を聞けたり、多くの人と知り合える機会となります。
＜今回テーマ＞

日　時　３月７日（木）13：30 〜 16：50
会　場　ハイブ長岡２階　特別会議室けやき
定　員　100 名（事前申込み制）

参加費　無料　　
申込み　右記の二次元コードより
　　　　お申込みください。

地域活性化

多世代交流

居場所づくり

不登校支援

期　日　9 月〜 12 月
回　数　全４回〜全８回（各講座によって回数、日

時が異なります）
会　場　長岡市社会福祉センタートモシア
定　員　各 10 人
申込み　７月 29 日（月）〜９月２日（月）

▲申込みフォーム

10



○申込み・問い合わせ・相談は、長岡市ボランティアセンターまでお願いします。　〒 940‒0071　　長岡市表町 2丁目２‒21　長岡市社会福祉センタートモシア内　電話：94‒5588　FAX：32‒5210○申込み・問い合わせ・相談は、長岡市ボランティアセンターまでお願いします。　〒 940‒0071　　長岡市表町 2丁目２‒21　長岡市社会福祉センタートモシア内　電話：94‒5588　FAX：32‒5210

報 告

案 内

トモシアクリスマストモシアクリスマス
ファミリーコンサート2023ファミリーコンサート2023

　12 月 17 日（日）、今年もトモシアでクリスマスファ
ミリーコンサートを開催しました。琴や和太鼓、尺八
などの和楽器から、チェロやクラリネット、ギター等
の洋楽器、世界最古
の踊りと言われるベ
リーダンスまで、多
種多彩に富んだプロ
グラムに来場者は魅
了されました。

トモシア文化祭 2023トモシア文化祭 2023
　11 月 12 日（日）、3 年ぶりにトモシア文化祭を開催
しました。日頃トモシアを活動拠点とする団体やサー
クルの皆さんによる作品展示やステージ発表に、200
人を超える来場者がありました。午後の講演会は、シ
ンガーソングライターの森 圭一郎 氏をお招きし、「障
害があってもあるが
ままに」をテーマに
したトーク＆ライブ
で、会場は熱く盛り
上がりました。

越後長岡ひなものがたり in トモシア越後長岡ひなものがたり in トモシア

　　　　　　・ カフェく・る〜む（１階）で期間限定ティータイムセットの販売
　　　　　　　 （カフェく・る〜むの営業時間は 10：00 〜 16：00）

⃝開催期間　 ２月 22 日（木）〜 3 月 12 日（火）
　　　　　　9：00 〜 21：00
⃝会　　場　 長岡市社会福祉センタートモシア
　　　　　　3 階ロビー
⃝内　　容　・ 吊るし雛（さるぼぼサークル）、

手作り雛人形（桧葉の会）の展示

ひと足先に春の訪れを感じにお立ち寄りください。

報 告 初心者講座初心者講座
　手話、点訳、音声訳、要約筆記の各講座が好評
のうちに終了しました。

＜参加者の声＞

報 告 コミュニケーション講座コミュニケーション講座
　ボランティア活動や生活に役立つコミュニケー
ションスキルを学びました。

＜参加者の声＞
・ 何も分からないところから始めましたが、少し

ずつ分かってくると楽しいです。
・ 講座は終わったけど今後も続けたいと思い、サー

クルに加入しました。

・ 聴くスキルを学んだので、私は聞き上手を目指
したいと思いました。

・ グループワークもあり、楽しくコミュニケーショ
ンスキルを学べました。活動に活かしていきた
いと思います。
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ながおか

だより社協令和６年２月１日発行

vol.184 情報コーナー

発
行

【問い合わせ先】長岡市社会福祉協議会　市外局番（0258）

●   本部事務局
 

 

・総　　　務　　　課 ＴＥＬ ３２‐１４４２ ＦＡＸ ３３‐６００４ 
・地　域　福　祉　課 ＴＥＬ ３３‐６０００ ＦＡＸ ３３‐６００４ 
・権 利 擁 護 支 援 課 ＴＥＬ ３２‐７８３３ ＦＡＸ ３３‐６００４ 
・ボランティアセンター ＴＥＬ ９４‐５５８８ ＦＡＸ ３２‐５２１０ 
　（トモシア）貸室専用 ＴＥＬ ３２‐５２００ ＦＡＸ ３２‐５２１０
・介 護 サ ー ビ ス 課  ＴＥＬ ３９‐２２４７ ＦＡＸ ３１‐８８３０
長岡市水道町３丁目５番３０号

●中之島支所 ＴＥＬ ６６‐０６８８ ＦＡＸ ６６‐０６８９
長岡市中野中甲１６６６番地２　サンパルコなかのしま内

●越 路 支 所 ＴＥＬ ９２‐４６５６ ＦＡＸ ９２‐４９２４
長岡市来迎寺３６９７番地　越路総合福祉センター内

●三 島 支 所 ＴＥＬ ４２‐３７６０ ＦＡＸ ４２‐３７６１
長岡市上岩井１２６１番地１　長岡市三島支所内

● 山古志支所 ＴＥＬ ４１‐１１８０ ＦＡＸ ５９‐２０８１ 
長岡市山古志虫亀２１９番地２　山古志地域福祉センターなごみ苑内
● 小 国 支 所 ＴＥＬ ９５‐２０２７ ＦＡＸ ９５‐２５９１ 
長岡市小国町新町３０４番地１　おぐにコミュニティセンター内

 ● 和 島 支 所 ＴＥＬ ７４‐２９１１ ＦＡＸ ７４‐２９１２
長岡市小島谷３５６０番地１　高齢者コミュニティセンターゆきわり荘内
●寺 泊 支 所 ＴＥＬ ７５‐２３６８ ＦＡＸ ７５‐２９４５
長岡市寺泊金山１７０番地３　老人憩いの家　夕映荘内

●栃 尾 支 所 ＴＥＬ ５２‐５８９５ ＦＡＸ ５３‐２２６３
長岡市新栄町２丁目２番２３号　栃尾保健福祉センター内
●与 板 支 所 ＴＥＬ ７２‐４７１４　ＦＡＸ　７２‐４７１２
長岡市与板町本与板２３８０番地１　志保の里荘内
●川  口  支  所  ＴＥＬ ８９‐３１１７ ＦＡＸ ８１‐５０２０ 
長岡市西川口１１６８番地　高齢者生活支援ハウス川口ぬくもり荘内

長岡市社会福祉センタートモシア
【所在地】　〒940-0071　長岡市表町２丁目２番地２１
※長岡駅大手口から徒歩約1０分
E-mail : info@nagaoka-shakyo.or.jp

★詳しくはホームページをご覧ください。

◀︎

ともしび基金　寄附者紹介

〈本部事務局〉
　9・1　　匿名 ……………………………………………………… 10,000 円
　10・3　 長岡長生ライオンズクラブ …………………………… 28,338 円
　10・4　 長岡めだかの学校 ………………………………………… 3,800 円
　10・31  佐藤　正道 ………………………………………………… 3,000 円
　11・12  黒条陶芸サークル ………………………………………… 6,300 円
　11・21  11 月 13 日父・弥市命日　明子 ………………………… 6,800 円
　12・3　 新潟いなほの会 ………………………………………… 10,000 円
　12・4　 長岡友の会 ……………………………………………… 20,500 円
　12・11  青山町野菜販売有志 …………………………………… 15,000 円
　12・14  匿名 ………………………………………………………100,000 円
　12・19  長岡音声訳の会 ………………………………………… 12,525 円
　12・20  （宗）真如苑　長岡支部 …………………………………200,000 円
　12・22  トーア（株）慈善釜募金 ………………………………376,383 円
　12・25  長岡モラロジー事務所 ………………………………… 19,584 円
　12・27  長岡福音キリスト教会 …………………………………… 5,000 円
　12・27  ボーイスカウト長岡第１団 …………………………… 33,332 円
〈中之島支所〉
　12・14  中之島県央ラジコンクラブ …………………………… 20,000 円
〈越路支所〉
　7・3　　長岡愛宕会 ………………………………………………… 5,600 円
　10・5　 西脇　功 ………………………………………………… 50,000 円
〈三島支所〉
　11・22  匿名 …………………………………………………………玄米 60㎏
　12・8　 三島グラウンドゴルフ協会 ……………………………… 4,000 円
〈小国支所〉
　9・7　　山田　徹夫 ……………………………………………… 10,000 円
〈和島支所〉
　10・12  山﨑　正義 ………………………………………………… 5,000 円
　12・8　 山﨑　正義 ………………………………………………… 5,000 円
〈栃尾支所〉
　9・19　 栃尾ボランティア連絡協議会 ……………………………… 700 円
　10・6　 五十嵐　剛、大橋　秀与、渡辺　隆広 ……………… 34,113 円
　10・25  匿名 ………………………………………………………… 2,537 円
　12・8　 ふるさと交流広場 GG 大会実行委員会 ……………… 30,116 円
　12・11  杵渕　修 …………………………………………………299,152 円
　12・12  匿名 ……………………………………………………… 50,000 円
〈与板支所〉
　12・15  匿名 ………………………………………………………… 3,087 円
たくさんの善意をありがとうございました。今後も皆さまからの善意をお待ちしております。

皆さまから心あたたまるたくさんの寄附金品をいただ
き、心から感謝申し上げます。いただきました金品は、
社会福祉のために、有効に活用いたします。

（令和５年９月１日から令和５年 12 月 31 日まで※７月分含む 敬称略）

令和６年能登半島地震災害義援金募集
　令和６年１月１日に発生した能登地方を震源とする地震により、北陸地方を
中心に人的および家屋への甚大な被害が発生し、複数の市町村に災害救助法が
適用されました。この災害により、被災された方々を支援することを目的に義
援金を募集します。皆さまのあたたかいご支援、ご協力をお願いいたします。
●各種災害義援金募集要綱は二次元コードからご覧いただけます。
　（義援金の受付期間、振込での義援金受付口座を確認できます。）
※ 要綱は 2024 年 1 月 15 日時点のものです。随時更新されます。最新のものは長岡市社会福祉協議会 HP

をご確認ください。

窓口による受付も行っています。長岡市共同募金委員会・各分会（長岡市社会福祉協議会本部事務局・
各支所）へお問い合わせ、お持ち込みください。

掲載の訂正とお詫び
　前回発行いたしました社協だより第 183 号の P ７「まちのお宝発見隊！下
川西地区」の参加者の声の役職名に誤りがありました。下記のとおり修正さ
せていただきます。

【誤】町内会副会長　→　【正】町内会長
ご迷惑をお掛けしましたことを深くお詫び申し上げます。

準職員募集準職員募集
介護支援専門員・相談員（常勤準職員） 
 ・本部事務局　介護サービス課

訪問介護員（常勤準職員） 
 ・本部事務局　介護サービス課

訪問介護員（パート準職員） 
 ・本部事務局　介護サービス課

デイサービスセンター介護職員（常勤準職員） 
 ・中之島支所

デイサービスセンター介護職員（パート準職員） 
 ・中之島支所　・与板支所

各被災地への
一括支援

新潟県への
支援

石川県への
支援

富山県への
支援




